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本プロジェクトの目的は， 意図しないアンチ ・ ドー

ピング規則違反を予防するための効果的な教育プロ

グラムの検討に資する基礎研究を行うことである． 令

和６年度は， その２年目として， 選手のみならず指

導者や競技関係者， さらには観客等も対象にしたア

ンチ ・ ドーピングに関するより有効な教育や啓発方

法の開発を念頭に， 日本スポーツ協会が関わる 「サ

イエンスカフェ」 および 「国民スポーツ大会」 でのア

ンチ ・ ドーピング活動において２つの調査に取り組ん

だ．

まず， JSPOサイエンスカフェにおける調査では，

公認スポーツ指導者を対象にアンチ ・ ドーピングに

関する教育プログラムを実施し， その効果を検証し

た． 本研修は2024年12月にオンライン形式で実施

され， 参加者のアンチ ・ ドーピング意識の向上， ス

ポーツサプリメントに対する信念の変化， ドーピング

に対する道徳的離脱の低減を目的とした． 事前 ・ 事

後調査の結果， クリーンスポーツの重要性を認識す

る参加者の割合が増加し， サプリメントへの過信が

減少する傾向が見られた． また， アンチ ・ ドーピング

教育の受講経験が少ない指導者に対しても有効であ

ることが示唆された． 今後は， ケーススタディやディ

スカッション形式を取り入れ， より実践的な知識の普

及が期待されものであった．

次に， 国民スポーツ大会関係者を対象とする実態

調査では， 「第79回国民スポーツ大会冬季大会ス

ケート競技会」 のフィギュア競技会場におけるアウト

リーチ活動を通じて， 選手や関係者， 観客を対象と

したアンチ ・ ドーピングの啓発活動を試みた． 本調

査では， スマートフォンを活用したアンチ ・ ドーピン

グクイズや意識調査を実施し， 参加者の理解度向上

を図った． また， 競技会場において， 選手や関係者

が直接意見を記入するボードを設置し， スポーツの

価値についての認識を深める機会を提供した． 調査

結果から， 多くの参加者がクリーンスポーツの重要

性を認識し， アンチ ・ ドーピングに関する知識を深め

る意欲を持っていることが確認された．

両調査を通じて， アンチ ・ ドーピング教育がスポー

ツ指導者および大会関係者等に対する啓発に有意義

であることが明らかになった． 特に， 事前 ・ 事後の

意識調査を通じて， 教育プログラムの効果が定量的

に測定された点は大きな成果である． 一方で， 既に

高い意識を持つ指導者層に対しては， より実践的な

指導スキルの向上を支援する必要があると考えられ

る． 今後は， 調査結果を基に教育プログラムの改善

を図り， 様々な研修会や各種スポーツ大会などの場

でさらなる啓発活動を推進することで， スポーツの健

全な発展に寄与していくことが求められる．

内藤久士1）

はじめに

1）	順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科
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第１章 　 序      章

近年， アンチ ・ ドーピング教育における日本スポー

ツ協会 （JSPO） 公認スポーツ指導者の果たす役割

がますます重要視されている． 2023年にはアンチ ・

ドーピング教育に関する国内戦略計画1)が策定され，

国民スポーツ大会においては， アスリートおよびサ

ポートスタッフがエントリー時に教育受講歴を求めら

れるようになった2)． このような背景から， 公認スポー

ツ指導者は， アスリートに良い影響を与える立場とし

て， 常にアンチ ・ ドーピングに関する知識をアップ

デートすることが求められている．

過去のスポーツ医 ・ 科学研究の報告書では， 国

民体育大会帯同スタッフのアンチ ・ ドーピング知識の

実態調査3)や， アスリートに対する教育効果の検証4)

が行われてきた． しかし， 公認スポーツ指導者自身

がアンチ ・ ドーピングに関する情報を更新する機会

や， その教育効果を検討した試みはこれまでほとん

ど見られない． 公認スポーツ指導者がアンチ ・ ドー

ピング教育の啓発を促進するためには， 研修によっ

てどのような知識やスキルが向上するのかを検証す

ることが， 現場での教育の質を高めるうえで重要で

ある．

このような背景のもと， 本研修は， 令和６年度に

オンライン形式で開催された 「JSPOサイエンスカ

フェ」 5)の一環として実施された． このサイエンスカ

フェは， JSPOスポーツ医 ・ 科学委員会が主催し，

医学， 運動生理学， 心理学， 社会学などの多岐に

わたる学問領域の知見を統合し， スポーツ現場や日

常生活で活用できる知識を提供することを目的とし

ている． 全４期 ・ ８コマにわたる講義とディスカッショ

ン形式のプログラムが展開され， 本研修はその一コ

マとして実施された． 本研修では， 公認スポーツ指

導者や教育関係者を主な対象とし， 「アンチ ・ ドーピ

ング―ドーピングの心理的メカニズムと教育の重要

性―」 をテーマに， クリーンスポーツの推進に資す

る具体的な教育内容を展開した．

本研修では， JSPO公認スポーツ指導者を対象

に， アンチ ・ ドーピングプログラムの教育効果を検証

することを目的とした． 具体的には， 研修を受講した

指導者のクリーンスポーツとアンチ ・ ドーピングの認

識の変化を測定した。 さらに、 スポーツサプリメント

に関してパフォーマンス向上効果をもたらすと信じる

信念やドーピング行動に影響を与える心理的要因に

おける変化を評価することを通じて， 教育プログラム

の有効性を明らかにすることを目指した．

本調査は， 日本国内における公認スポーツ指導者

を対象としたアンチ ・ ドーピング教育プログラムの効

果を初めて体系的に評価する試みであり， この成果

は， スポーツ現場での指導者によるアンチ ・ ドーピン

グ教育の質を向上させる一助となる． また， 教育効

果の検証を通じて， 研修内容の改善や今後のプログ

ラム設計における資料を提供することで， アンチ ・

ドーピングの啓発促進に寄与することが期待される．

第2章 　 調 査 方 法

1.　調査のデザイン

本調査は， アンチ ・ ドーピング講義の実施前後比

較をおこなう形式であった．

2.　参加者

参加者はJSPO公認スポーツ指導者56名であり，

事前 ・ 事 後の両方に回答した参加者は55名

（98.2％） であり， 男性41名 （74.5％）， 女性14

名 （25.5％） であった．

3.　調査時期と場所

調査は2024年12月16日に実施し， JSPOサイエ

室伏由佳１ ）

報告Ｉ JSPOサイエンスカフェでの取り組み
～アンチ・ドーピング教育の効果を検証する～

 １ ） 順天堂大学スポーツ健康科学部
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ンスカフェ研修会内で講義の前と後にアンケート調

査を行った． 回答内容は研修内で個人情報を伏せ

た状態でフィードバックも行った．

4.　調査方法

本調査は， 研修会の実施レポートを目的としたも

のであり， 実施に際しては参加者のプライバシー保

護と倫理的配慮に最大限の注意を払った．

アンケート作成 ・ 管理ソフトウェア （Google 

Forms） を用いて調査依頼を行った． 調査依頼内

容を記載したWebページを提示するとともに， 参加

者にはビデオ会議 （Zoom） を通じて調査依頼を実

施した． 参加者には， Web上の説明文および口頭

で調査の概要や目的， 調査実施回数について十分

な説明を行った． 調査は無記名式で実施され， 回

答者には個人の生年月日の数値と姓名のイニシャル

を組み合わせた回答番号を作成するよう教示した．

また， 調査データの利用に際しては， 個人情報が

特定されないよう配慮するとともに， 回答途中で調

査を中止しても不利益を受けないことを保証した．

5.　教育内容

講義はZoomを利用してオンライン形式で実施し

た． 講義の内容は表１の通りである．

6.　調査項目

1)参加者の特性

研修会参加者の特性として， 性別， 年齢， 保有

する公認スポーツ指導者資格， 専門競技種目（複数

選択）， 指導対象競技者について， 選択式グリット

で回答を求めた． また， 国民体育大会及び国民ス

ポーツ大会への帯同経験， アンチ ・ ドーピング教育

受講経験， アスリートへのアンチ ・ ドーピング教育実

施回数について， それぞれ 「経験なし」 「１回」 「２

回」 「３回以上」 の選択肢から単一回答を求めた．

2) クリーンスポーツとアンチ ・ ドーピングに対する意識

ドーピングのないクリーンスポーツ及びアンチ ・

ドーピングの認識について， 表２の質問項目及び

選択肢を用いて評価をおこなった． この評価項目

は， 大学スポーツ協会 （UNIVAS） がスポーツ庁

委託事業 「大学スポーツにおけるドーピング防止教

育普及事業」 を通じて， 教育学， スポーツ心理学，

アンチ ・ ドーピングの研究者によるフォーカスグルー

プにより作成された6)． いずれの設問も， 得点が高

いほどクリーンスポーツとアンチ ・ ドーピングに対す

る意識が良好であることを示す．

3)日本語版スポーツサプリメント信念尺度

スポーツサプリメント信念尺度 （Sports sup-

plement Beliefs scale ： SSBS） はアスリート

のサプリメントに対する信念を評価するために

Hurst et al. (2017)7)により開発された１因子６

項目構造の尺度である． アスリートがサプリメント

を使用する際の決定は， スポーツサプリメントに関

する信念に影響されることが明らかにされている．

SSBSはMurofushi et al. (2023)8)によって日

本語版 （Japanese Version of  the Sports 

supplement Beliefs scale ： SSBS-J） が作

成された．

日本語版の質問項目は次の表３の通りであり，

回答選択肢は 「1. 全くそう思わない」 「2. そう思

わない」 「3. あまりそう思わない」 「4. ややそう思

う」 「5. そう思う」 「6. 非常にそう思う」 のリッカー

ト尺度６件法である． 合計得点を算出し， 得点が

高いほど， サプリメントに対する信念が強い傾向に

あることを示す． SSBS-Jの開発論文によると8)，

サプリメント使用者における平均得点及び標準偏差

は21.51 ± 6.54点であり， サプリメント未使用者

は16.14 ± 6.14点と報告されている．

表1　 本研修会において実施した教育プログラムのコンテ

ンツ及び概要

教育コンテンツ 概要

クリーンスポーツとス

ポーツインテグリティ

クリーンスポーツの定義， スポー

ツインテグリティの重要性

意図的／意図しない

ドーピング

ドーピング行為の意図の有無に関

する事例とその影響

サプリメントによるドー

ピング

サプリメント利用に伴うリスクと注

意点の説明

ドーピングの心理的メ

カニズム

道徳的解離や心理的要因がドー

ピング行動に及ぼす影響の考察

ドーピング予防教育と

その効果

教育プログラムの効果とその応用

可能性
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4)日本語版ドーピング道徳的離脱尺度

ドーピング道徳的尺度（Moral Disengagement 

in Doping Scale：MDDS） はアスリートのドーピ

ング行為に関する道徳的離脱の程度を評価するため

にM. Kavussanu et al. （2016） 9)により開発さ

れた１因子６項目構造の尺度である． アスリートが

禁止される物質や方法を使用する際の決定は， 道徳

的離脱離脱の程度に影響されることが明らかにされ

ている．

MDDSは， Murofushi et al. 10) によって作成

された日本語版 （Japanese Version of  the 

Moral Disengagement  in Doping Scale ：

MDDS-J） を用いた． 日本語版の質問項目は次の

表４の通りであり， 回答選択肢は， 「1. 強く反対す

る」 「2. 反対する」 「3. やや反対する」 「4. 同意も

反対もしない」 「5. やや同意する」 「6. 同意する」

「7. 強く同意する」 のリッカート尺度7件法である．

得点が高いほど， ドーピングにおける道徳的離脱傾

向が強いことをと示す． MDDS-Jの開発論文による

と， 日本人アスリートにおいて， パフォーマンス向上

表2　 クリーンスポーツとアンチ ・ ドーピングの認識関する

設問及び回答選択肢

教示文

クリーンスポーツとアンチ ・ ドーピングの認識に関する設問

です．

以下の質問を読み， あなたに最もよくあてはまる数字を１つ

選んで下さい．

設問 選択肢

1. あなたはアンチ ・ ドーピン

グとは何かを説明できますか．

1. 全く説明できない

2. 説明できない

3. あまり説明できない

4. 少し説明できる

5. 説明できる

6. 非常によく説明できる

2. スポーツがクリーンである

ことを， どの程度重要だと思い

ますか？

1. 全く重要ではない

2. 重要ではない

3. あまり重要でない

4. 少し重要

5. 重要

6. 非常に重要

3. クリーンなスポーツの意義

について， どれだけ自分の知

識を深めたいと感じています

か？

1. 全く深めたくない

2. 深めたくない

3. あまり深めたくない

4. 少し深めたい

5. 深めたい

6. 非常に深めたい

4. アンチ ・ ドーピングについ

て， どれぐらい興味があります

か？

1. 全く興味がない

2. 興味がない

3. あまり興味がない

4. 少し興味がある

5. かなり興味がある

6. 非常に興味がある

5. アンチ ・ ドーピングに関す

るルールを理解し， 守ることを

どれぐらい重要だと感じていま

すか？

1. 全く重要ではない

2. 重要ではない

3. あまり重要でない

4. 少し重要

5. 重要

6. 非常に重要

6. アスリートへのアンチ ・ ドー

ピング対策に関する啓発を積

極的に行おうと思いますか．

1. 全く行おうと思わない

2. あまり行おうと思わない

3. 少し行おうと思う

4. 積極的に行おうと思う

表3　日本語版スポーツサプリメント信念尺度 （SSBS-J） 項目

No. 項目

1 サプリメントは私のパフォーマンスを向上させる．

2
サプリメントは競争力を発揮するために私にとって不

可欠である．

3 サプリメントは私の自信を向上させる．

4
サプリメントを使用した時に， 私の勝つチャンスは向

上する．

5 サプリメントは自分の潜在能力に気づかせてくれる．

6 サプリメントは私のトレーニングの質を向上させる．

表4　日本語版ドーピング道徳的離脱尺度 （MDDS-J）項目

No. 項目

1 ドーピングはチームの助けになるから問題ない．

2
ドーピングは自分の 「潜在能力を最大限に引き出す」

ための手段に他ならない．

3
日常生活で人々が行う違法行為に比べれば， ドーピ

ングはそれほど深刻ではない．

4
チームメイトからドーピングの圧力があった場合，

ドーピングをした選手を非難することはできない．

5
チーム全員でドーピングをおこなっているならば， 選

手個人は非難されるべきではない．

6 ドーピングは本当のところ誰も傷つけはしない．
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を目的とした禁止物質使用者の平均得点及び標準偏

差は3.83 ± 1.03点であり， 使用検討者は3.91 ± 

1.33点， 使用経験がない者は平均 3.13 ± 1.44

点と報告されている．

7.　解析デザインと分析方法

本調査は， 教育プログラムの介入効果を検証する

ための一群前後比較デザインを採用した． 以下に具

体的な解析手順を記載する．

1)変数の定義とデータの前処理

独独立変数として教育プログラムの介入 （研修会

前後の時間点） を設定し， 従属変数にはクリーンス

ポーツとアンチ ・ ドーピングに対する意識に関する７

項目 （表２） と日本語版スポーツサプリメント信念尺

度 （SSBS-J） （表３）， および日本語版ドーピング

道徳的離脱尺度 （MDDS-J） （表４） の得点を用い

た． アンチ ・ ドーピング意識項目については， 各回

答得点を個別に評価対象とした． 各尺度の算出方法

に則り， SSBS-Jでは合計得点を算出し， MDDS-

Jでは平均得点を算出した．

2)統計解析

参加者の特性項目については， 記述統計量を用

いて人数および割合を算出した． 次に， 講義前後で

従属変数における得点の変化があるかを検証するた

め， 対応のある t  検定を実施した． 具体的には，

(１)クリーンスポーツとアンチ ・ ドーピングに対する意

識の各項目の変化， (２)SSBS-Jの合計得点の変

化， および(３)MDDS-Jの平均得点の変化について

解析を行った．

また， 対応のある t  検定の結果について，

Cohen’s d  を計算し， 教育プログラムの効果の大

きさを評価した． 効果サイズ （d ） の解釈は， ≤ 0.2

（小）， 0.5 （中程度）， 0.8 （大） であった11)．

全ての統計解析はSPSS 29ソフトウェア （IBM，

東京） を使用して実施した． 有意水準は5%未満に

設定した．

第3章 　 結      果

1.　参加者の特性

教育プログラムの前後で効果検証を行い， ２回の

調査に回答した参加者は55名であった． 平均年齢

は56.7 ± 12.1歳， 年齢範囲は25歳から80歳， 性

別は男性が74.5%， 女性が25.5%であった．

参加者の特性を表５に示す． 公認スポーツ指導者

資格（複数回答）の割合は， 「コーチ１ （指導員）」 が

41.8%と最も多く， 次いで 「コーチ３ （コーチ）」 が

18.2%であった．

専門競技種目 （複数回答） については， 弓道， ソ

フトテニス， 陸上競技が比較的多かった． 指導対象

は中学生が56.4%， 高校生が52.7%であり， 小

学生および社会人の割合もそれぞれ50.9%であっ

た．

国民体育大会および国民スポーツ大会への帯同経

験は， 21.8%の参加者が有しており， 帯同回数が

３回以上の参加者は12.7%であった．

 

2.　アンチ ・ ドーピング教育受講と教育実施経験

参加者のアンチ ・ ドーピング教育受講経験及びア

スリートに対する教育実施経験の結果を表６に示す．

参加者のアンチ ・ ドーピング教育の受講経験は， 受

講経験がない参加者が56.4%と最も多かった． 一

方で， ３回以上受講した者は12.7%であり， 複数回

受講者は少い傾向であった．

アスリートに対する教育実施経験については， 参

加者の87.3%が実施経験を有しておらず， １回以上

実施した参加者は全体の１割未満にとどまり， ３回以

上実施した参加者は7.3%であった．

 

3.　測定変数に対する教育効果の検証

研修会の教育前後における1)クリーンスポーツお

よびアンチ ・ ドーピング意識， 2)スポーツサプリメン

トに対する信念， 3)ドーピング道徳的離脱の変化を

検証するため， 対応のある t  検定を用いて解析を実

施した． 以降に各検定結果を示す．

20304525 03-報告Ⅰ.indd   720304525 03-報告Ⅰ.indd   7 2025/03/19   14:10:492025/03/19   14:10:49



－8－

1)クリーンスポーツおよびアンチ ・ ドーピング意識

（1）  あなたはアンチ ・ ドーピングとは何かを説明でき

ますか

この設問に対する平均得点は， 教育前が2.27 ± 

0.68点， 教育後が2.96 ± 0.43点であった． 対

応のある t  検定の結果， 教育後の得点は有意に向

上した （t  (54)=-8.47, p<.001） （図１）． 効果量

（Cohen’s d ） 0.46であり， 小から中程度の効果

が認められた．

表5　参加者の特性

属性 人数 割合(%) 属性 人数 割合(%)

性別

男性 41 74.5  女性 14 25.5 

公認スポーツ指導者資格 （複数回答） ※延べ68件

コーチングアシスタント 7 10.3  教師 3 4.4 

スポーツリーダー 3 4.4  スポーツプログラマー 3 4.4 

スタートコーチ 5 7.4  ジュニアスポーツ指導員 1 1.5 

コーチ１ （指導員） 23 33.8  スポーツドクター 4 5.9 

コーチ２ （上級指導員） 5 7.4  スポーツデンティスト 1 1.5 

コーチ３ （コーチ） 10 14.7  アシスタントマネジャー 1 1.5 

コーチ４ （上級コーチ） 1 1.5  クラブマネジャー 1 1.5 

専門競技種目 （複数回答） ※延べ58件

合気道 1 1.7  ソフトボール 1 1.7 

アメリカンフットボール 1 1.7  ダンススポーツ 1 1.7 

オリエンテーリング 1 1.7  チアダンス 1 1.7 

カヌー 1 1.7  チアリーディング 1 1.7 

空手道 1 1.7  体操競技 2 3.4 

カーリング 1 1.7  卓球 1 1.7 

弓道 5 8.6  綱引 1 1.7 

剣道 1 1.7  テニス 4 6.9 

ゴルフ 1 1.7  トライアスロン 1 1.7 

サッカー 2 3.4  ドッジボール 1 1.7 

自転車競技 1 1.7  軟式野球 1 1.7 

新体操 1 1.7  ノルディックウォーキング 1 1.7 

柔道 1 1.7  馬術 1 1.7 

水泳 1 1.7  バドミントン 1 1.7 

スキー 1 1.7  バレーボール 2 3.4 

スキー ・ スノーボード 1 1.7  ハンドボール 2 3.4 

スケート 1 1.7  ラグビーフットボール 1 1.7 

スポーツ少年団 3 5.2  陸上競技 4 6.9 

セーリング 1 1.7  ローイング 1 1.7 

ソフトテニス 4 6.9 

指導対象競技者 （複数回答） 国民体育大会， 国民スポーツ大会への帯同経験

社会人 28 50.9  帯同経験なし 43 78.2 

大学生 21 38.2  1回 4 7.3 

高校生 29 52.7  2回 1 1.8 

中学生 31 56.4  3回以上 7 12.7 

小学生 28 50.9 

幼児 10 18.2 

表6　アンチ ・ ドーピング教育の受講経験と実施経験の割合

選択肢 人数 割合(%)

アンチ ・ ドーピング教育を受講した経験

受講経験なし 31 56.4 

1回 9 16.4 

2回 8 14.5 

3回以上 7 12.7 

アスリートに対してアンチ ・ ドーピング教育を実施したことの

ある回数

実施経験なし 48 87.3 

1回 2 3.6 

2回 1 1.8 

3回以上 4 7.3 
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（2）  スポーツがクリーンであることを， どの程度重要

だと思いますか

この設問に対する平均得点は， 教育前が3.65±

0.48点， 教育後が3.87±0.34点であった． 対応

のある t  検定の結果， 教育後の得点は有意に向上

した （t (54)=-3.52, p=.001） （図２）． 効果量

（Cohen’s d ） は0.46であり， 小から中程度の効

果が認められた．

 

2.27 2.96
1

2

3

4

教育前 教育後

全く説明できない

説明できない

説明できる

非常によく説明できる ***

*** p < .001

3.65 3.87
1

2

3

4

教育前 教育後

全く重要ではない

重要ではない

重要

非常に重要

***

*** p < .001

図1　あなたはアンチ ・ ドーピングとは何かを説明できますか

図2　スポーツがクリーンであることを， どの程度重要だと思いますか
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（3）  クリーンなスポーツの意義について， どれだけ自

分の知識を深めたいと感じていますか

この設問に対する平均得点は， 教育前が3.40± 

0.49点， 教育後が3.56±0.50点であった． 対応

のある t  検定の結果， 教育後の得点は有意に向上

した （t  (54)=-2.13, p=.038） （図３）． 効果量

（Cohen’s d ） は0.57であり， 中程度の効果が認

められた．

 

（4）  アンチ ・ ドーピングについて， どれぐらい興味が

ありますか

この設問に対する平均得点は， 教育前が3.27± 

0.45点， 教育後が3.47±0.50点であった． 対応

のある t  検定の結果， 教育後の得点は有意に向上

3.40 3.56
1

2

3

4

教育前 教育後

全く深めたくない

深めたくない

深めたい

非常に深めたい

*

* p < .05

3.27 3.47
1

2

3

4

教育前 教育後

全く興味がない

興味がない

興味がある

非常に興味がある

**

** p < .01

図3　クリーンなスポーツの意義について， どれだけ自分の知識を深めたいと感じていますか

図4　アンチ ・ ドーピングについて， どれぐらい興味がありますか
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した （t  (54)= -2.83, p=.006） （図４）． 効果量

（Cohen’s d ） は0.53であり， 中程度の効果が認

められた．

 

（5）  アンチ ・ ドーピングに関するルールを理解し， 守

ることをどれぐらい重要だと感じていますか

この設問に対する平均得点は， 教育前が3.51± 

0.51点， 教育後が3.87±0.34点であった． 対応

のある t  検定の結果， 教育後の得点は有意に向上

した （t  (54)=-5.56, p<.001） （図５）． 効果量

（Cohen’s d ） は0.49であり， 中程度の効果が認

められた．

（6）  アスリートへのアンチ ・ ドーピング対策に関する

啓発を積極的に行おうと思いますか

この設問に対する平均得点は， 教育前が3.58 ± 

0.76点， 教育後が3.69 ± 0.69点であった． 対

応のある t  検定の結果， 有意な向上は認められな

かった （t  (54)=-1.06, p=.293） （図６）． 効果

量 （Cohen’s d ） は1.28であった．

 

2)スポーツサプリメントに対する信念

スポーツサプリメント信念尺度 （SSBS-J） の合計

得点は， 教育前が19.16±6.60点， 教育後が11.58 

±7.06点であった． 対応のある t  検定の結果， 教

育後の得点は有意に低下した （t  (54)=8.38, p< 

.001） （図７）． 効果量 （Cohen’s d ） は1.14であ

り， 大きな効果が認められた．

 

3)ドーピング道徳的離脱

ドーピング道徳的離脱尺度 （MDDS-J） の平均得

点は， 教育前が1.66±0.75点， 教育後が1.35± 

0.62点であった． 対応のある t  検定の結果， 教育

後の得点は有意に低下した （t (54)= 3.04, p= 

.004） （図８）． 効果量 （Cohen’s d ） は0.47であ

り， 中程度の効果が認められた．

第4章 　 考      察

1.　クリーンスポーツおよびアンチ ・ ドーピング意識

1)有意な変化が見られた設問

本研修プログラムでは， JSPOサイエンスカフェ参

加者である公認スポーツ指導者のクリーンスポーツ

およびアンチ ・ ドーピング意識に対する教育効果を

検証した． その結果， 教育プログラム実施前と比較

して， プログラム実施後には以下の項目において有

意な得点の向上が認められた．

・  あなたはアンチ ・ ドーピングとは何かを説明でき

ますか．

3.51 3.87
1

2

3

4

教育前 教育後

全く重要ではない

重要ではない

重要

非常に重要

***

*** p < .001

図5　アンチ ・ ドーピングに関するルールを理解し， 守ることをどれぐらい重要だと感じていますか
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・  スポーツがクリーンであることを， どの程度重要

だと思いますか？

・  クリーンなスポーツの意義について， どれだけ自

分の知識を深めたいと感じていますか？

・  アンチ ・ ドーピングについて， どれぐらい興味が

ありますか？

・  アンチ ・ ドーピングに関するルールを理解し， 守

ることをどれぐらい重要だと感じていますか？

これらの結果は， 教育プログラムが参加者の認識

や興味を高めるうえで一定の効果があったことを示

唆している． 公認スポーツ指導者の中には， アスリー

トの育成に日常的に深く関わる者もいれば， その頻

度が限定的である者もいると考えられるが， いずれ

の場合も基礎的なアンチ ・ ドーピング認識が比較的

高い水準にあった可能性がある． それにもかかわら

ず， 教育プログラム後に認識がさらに向上したこと

は， 提供された内容が参加者にとって新たな学びや

気づきを促すものであったと捉えられる． 特に， 教

育プログラム内で取り上げたドーピング道徳的離脱9)

や， サプリメントのドーピングリスク， サプリメントに

対する信念7,8)に関する内容は， 参加者の興味を喚

起し， アンチ ・ ドーピングの重要性を再認識させる

一助となったと考えられる． これらの新しい知識は，

公認スポーツ指導者がアスリートに指導する際の説

得力や説明力を高めるうえでも極めて有益であった

といえる．

また， 効果量 （Cohen’s d ） は0.46から0.57の

範囲で， 小から中程度， あるいは中程度の効果が

認められた． これらの結果は， 教育プログラムが短

期間で参加者の意識や認識に一定の影響を与えたこ

とを示している． この範囲の効果量は， 参加者が既

に高い水準の知識や意識を有している中で， それを

さらに向上させることができた点を反映していると考

えらえる． 特に， 公認スポーツ指導者のように基礎

的な専門性を備えた層に対して， 教育プログラムが

有効に機能したことを示す結果である．

一方で， さらなる効果を目指すためには， 教育プ

ログラムの内容や形式を工夫する余地がある． たと

えば， 今後の研修プログラムにおいて， ケーススタ

ディの提示や受講者間のディスカッション形式を取り

入れることで， 実践的な知識を適用する力を養い，

教育効果をさらに高めることが期待される．

2)有意な変化が見られなかった設問

「アスリートへのアンチ ・ ドーピング対策に関する

啓発を積極的に行おうと思いますか」 という設問に

ついては， 教育前後の回答に有意な変化は認められ

3.58 3.69
1

2

3

4

教育前 教育後

全く行おうと思わない

あまり行おうと思わない

少し行おうと思う

積極的に行おうと思う

n.s.

n.s: not significant

図6　アスリートへのアンチ ・ ドーピング対策に関する啓発を積極的に行おうと思いますか
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なかった． しかし， この結果は否定的に捉える必要

はない． 本調査の参加者である公認スポーツ指導者

は， 教育プログラム実施前からこの設問において平

均得点が3.58点と， 「積極的に行おうと思う」 に近

い高い水準を示しており， すでにアンチ ・ ドーピング

啓発に対する意欲が高かったことが分かる． この背

景には， 参加者が日頃からアスリートの育成や教育

に携わり， アンチ ・ ドーピングの重要性を実務上強

く認識していたことが考えられる．

教育プログラム後の得点 （3.69点） も依然として

高い水準を維持しており， これはプログラムが参加

者の既存の意識や意欲を強化する一助となった可能
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図8　ドーピング道徳的離脱

図7　スポーツサプリメントに対する信念
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性を示唆している． 効果量 （Cohen’s d ） が1.28

と非常に大きかった点も注目に値する． このことか

ら， 教育プログラムによって， 数値上は統計的に有

意な変化を検出できなかったものの， 啓発活動の実

践に対する意識が引き続き高い状態であることが示

された．

このように， 公認スポーツ指導者は， すでにアン

チ ・ ドーピング啓発の重要性を認識している一方で，

このような高い意識を持つ層に対しては， 啓発活動

の実践に必要な具体的なスキルを習得するための支

援が今後の課題となる． たとえば， 啓発用教材やガ

イドラインの提供に加え， アスリートの教育実践を想

定したロールプレイや模擬指導の機会を組み込むこ

とで， より実践的な指導力を高めることが期待され

る． これにより， 公認スポーツ指導者として， 啓発

活動を効果的に実施できる基盤がさらに強化される．

2.　スポーツサプリメントに対する信念

教育プログラム後， スポーツサプリメント信念尺度

（SSBS-J） の合計得点は， 教育前の19.16点から

教育後の11.58点へと大幅に低下した． この結果は，

参加者が教育プログラムを通じてサプリメントに対す

る信念を再評価し， リスクをより深く理解したことを

示している．

SSBS-Jの得点分布を考慮すると， 教育前の平均

得点19.16点は 「ややそう思う」 （４点） から 「そう

思う」 （５点） に該当し， サプリメントのパフォーマン

ス向上効果を肯定的に捉える傾向があった． 一方，

教育後の平均得点11.58点は 「そう思わない」 （２

点）から 「あまりそう思わない」 （３点）に該当し， 肯

定的な信念が大幅に弱まったことが示された．

この変化は， 本研修プログラムにおいて， 「サプリ

メントと医薬品との違い」 12)や 「サプリメント使用に伴

うドーピングのリスク」 13)に関する知識提供が重要な

役割を果たしたと考えられる． また， サプリメントが

意図せず禁止物質を含む可能性があるリスクや， サ

プリメント信念の高さがドーピング行為に移行する可

能性を高める （ゲートウェイ理論） 14-17)についての解

説が， 参加者のサプリメントに対する効果を信じる信

念を再評価させた可能性が示唆される．

さらに， 効果量 （Cohen’s d ） が1.14と非常に大

きかった点は， 教育プログラムが短期間で参加者に

強い影響を与えたことを示している． 公認スポーツ

指導者として， アスリートを指導する立場にある参加

者がサプリメントに対する信念を再評価したことは，

今後のアスリートへの教育においても好影響をもたら

す可能性が高い．

この変化を長期的に維持するためには， フォロー

アップ調査に加え， アスリート指導への応用を想定し

た教育内容の充実が求められる． たとえば， サプリ

メント使用のリスクをアスリートに効果的に伝える指

導スキル向上を目的とした研修会の実施や， アスリー

トが直面する具体的な事例を基にしたケーススタディ

の活用が有効であると考えられる． これにより， 公

認スポーツ指導者は， アンチ ・ ドーピング規程に定

められたサポートスタッフとしての役割と責務12)を適

切に果たし， アスリートへの教育 ・ 啓発において重

要な貢献を果たすことが期待される．

3.　ドーピング道徳的離脱

ドーピング道徳的離脱尺度（MDDS-J）の得点は，

教育プログラム前から１点台と非常に低い水準であ

り， これは日本の公認スポーツ指導者がドーピング

を正当化する傾向が極めて低いことを示している． こ

の結果は， 参加者が既に道徳観 ・ 倫理観や公正性

を重視する姿勢を確立していることを反映していると

考えられる．

教育プログラムの実施後には， この得点が有意に

低下しており， 道徳的離脱がさらに抑制されたことが

確認された． これは， 教育プログラムが参加者の道

徳観 ・ 倫理観を深め， 公認スポーツ指導者としてア

スリートに対する指導の質を向上させる可能性を示

している． 特に， 本教育プログラムで取り上げられ

た 「日本人アスリートの禁止物質使用経験」18)や，

「ドーピング行動の心理的背景」 並びに 「ドーピング

道徳的離脱の心理的メカニズム」9)についての解説

が， 参加者がアスリートに対する適切な教育や助言

を行うための理解を深めるきっかけとなったと考えら

れる． これらの具体的な研修内容は， ドーピングを

正当化する論理に対する批判的な視点を提供すると

ともに， 道徳的 ・ 倫理的観点からアスリートがドーピ

ングに抵抗する重要性を再認識させた可能性がある．

このような知識の提供は， 公認スポーツ指導者がア

スリートへの指導を通じて， ドーピングの予防や防止
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に積極的に寄与するための重要な働きかけとなる．

今後， このような高い道徳観 ・ 倫理観をアスリー

トに伝え， 実際の指導場面で効果的に活用するため

には， 教育内容のさらなる実践性の向上が求められ

る． たとえば， アスリートの年齢や競技特性に応じた

教育内容の工夫や， 道徳的離脱を防ぐための具体

的なシナリオを活用したトレーニングの導入が有効で

ある19)． また， 道徳観 ・ 倫理観の向上が競技パ

フォーマンスやチーム文化に与える影響を検証する研

究を進めることで， 公認スポーツ指導者の役割をさ

らに深化させる教育プログラムの発展につながること

が期待される．

第5章　結びに

研修プログラムを通じ， JSPO公認スポーツ指導

者を対象としたアンチ ・ ドーピング教育の効果を検証

した結果， クリーンスポーツおよびアンチ ・ ドーピン

グ意識の向上， スポーツサプリメントに対する信念の

再評価， ならびにドーピング道徳的離脱のさらなる

抑制が確認された． これらの成果は， 教育プログラ

ムが短期間で指導者の認識や意識に一定の影響を

与える可能性を示しており， 特に専門性を有する指

導者層への研修の有効性を裏付けるものである．

一方で， 既に高い意識を持つ層に対する啓発活動

や実践的なスキルの向上を支援するため内容を充実

させることが， 今後の課題として浮き彫りとなった．

たとえば， ケーススタディの活用や， 実際の指導場

面を想定したトレーニングの導入を通じて， アスリー

ト教育への応用を一層促進する工夫が求められる．

本調査の成果は， 日本の公認スポーツ指導者が，

アンチ ・ ドーピング規程に定められたサポートスタッ

フとしての役割を果たし， アスリートがクリーンスポー

ツを実現するための教育活動に積極的に寄与する可

能性を示している． また， 研修会の内容や方法のさ

らなる改善を通じて， 指導者層におけるアンチ ・ ドー

ピング教育の質の向上と， その普及が期待される．
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1.　は じ め に

国民スポーツ大会においては， 令和5年度から出

場する選手や本部役員に加え， 選手が18歳未満の

場合はその保護者について事前のアンチ ・ ドーピン

グ教育受講が義務化されることとなり， 国民スポー

ツ大会関係者へのアンチ ・ ドーピング教育 ・ 啓発の

徹底を図っているところである． 日本スポーツ協会

は， 国民スポーツ大会の競技会場においてアウトリー

チ活動を行っており， 今年度はその一環として， 国

民スポーツ大会関係者を対象とするアンチ ・ ドーピ

ングに関する知識や意識に関する調査を実施した．

具体的には， 第79回国民スポーツ大会冬季大会ス

ケート競技会のフィギュア競技会場において， 選手

や関係者， 観客を対象としたアンチ ・ ドーピングに関

する意識調査を実施した． 本調査を実施することで，

国民スポーツ大会関係者のアンチ ・ ドーピングに関

する実態を把握するとともに， 今後の教育 ・ 啓発活

動のあり方を検討するうえでの参考資料とすることを

目的とした． そして， 本調査に参加することで， 調

査対象者自身がアンチ ・ ドーピングについて改めて

思案することとなり， それがアンチ ・ ドーピング啓発

につながることを意図して調査を実施した．

2.　調 査 方 法

1） 調査デザイン

第79回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技

会のフィギュア競技会場において， スマートフォンを

活用したアンチ ・ ドーピングクイズや意識調査を実施

した．

2） 調査対象

フィギュア会場を訪問された選手や関係者， 観客

等に対して協力を要請し， 承諾が得られた方を調査

対象とした．

3） 調査時期と場所

調査は， 2025年１月27日 （月）〜30日 （木） の

4日間にわたって， フィギュア競技会場 （ヘルスピア

倉敷， 岡山県）にアウトリーチブースを設置し， 調査

を実施した （写真1， 2）．

4） 調査方法

競技会場内にて調査実施に関するチラシ （図１） を

配付し， チラシに記載されたQRコードからスマート

フォンにより指定されたサイトへアクセスしていただく

ことで， 本調査を実施した． 調査の実施に際しては，

調査結果から個人が特定されないよう配慮するとと

もに， あくまでも任意回答であることを保証した．

青野    博１)    室伏  由佳２)    内藤  久士３)

報告Ⅱ 国民スポーツ大会関係者を対象とする実態調査

 １ ） 日本スポーツ協会　スポーツ科学研究室

2) 順天堂大学スポーツ健康科学部

3） 順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科

しっていますか、
 『アンチ・ドーピング』のこと

ぜひお⽴ち寄りください︕

⽇本アンチ・ドーピング機構（JADA）
リアル・チャンピオンクイズで⼒試し💪💪💪💪
あなたが思う
「スポーツの価値」をふせんに書いて、
JSPOブースで共有しよう︕
（📍📍2階パブリックビューイング会場付近）

アンケートを回答して記念品をゲット︕

JSPOブースでは、
アンチ・ドーピングについて相談も承ります!

📍📍JSPOブース＠2階パブリックビューイング会場付近

🎁🎁ゲットするには…
①アンケート回答完了ページをスクリーンショット
②JSPOブースのスタッフに①の画⾯を提⽰
③記念品ゲット︕

スポーツ振興くじ助成事業

図１
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5） 調査項目

（1） アンチ ・ ドーピングクイズ

日本アンチ ・ ドーピング機構 （JADA） が運営す

るクリーンスポーツアスリートサイト内に公開された

「リアルチャンピオンクイズ」 に回答いただいた． こ

れは， アンチ ・ ドーピングについての知識やスポー

ツの価値への理解を確認できるクイズで， レベル１

〜３までの５問ずつの内容が公開されている （図

２ ： https://www.realchampion.jp/resources/　

000199.html）．

図２

（2） アンチ ・ ドーピングに関する意識調査

クリーンスポーツやアンチ ・ ドーピングの認識に

ついて， 表１の通り調査を実施した． これは， 前述

の 「JSPOサイエンスカフェにおける啓発と調査」 で

も用いた大学スポーツ協会により作成された評価項

目を用いて調査項目を作成した．

表１

設問

選択肢

1）あなたはアンチ ・ ドーピングとは何かを説明できますか

①全く説明できない

②説明できない

③説明できる

④非常によく説明できる

2）スポーツがクリーンであることを， どの程度重要だと思

いますか

①全く重要ではない

②重要ではない

③重要である

④非常に重要である

3） クリーンなスポーツの意義について， どれだけ自分の

知識を深めたいと感じていますか

①全く深めたくない

②深めたくない

③深めたい

④非常に深めたい

4） アンチ ・ ドーピングについて， どれくらい興味がありま

すか

①全く興味がない

②興味がない

③興味がある

④非常に興味がある

5） アンチ ・ ドーピングに関するルールを理解し， 守ること

をどれくらい重要だと感じていますか

①全く重要ではない

②重要ではない

③重要である

④非常に重要である

写真１ 写真２
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3.　調 査 結 果

1） 調査対象者の特性

調査対象者の属性と国民スポーツ大会への参加

（観戦）実績については， 表２の通りである． 属性に

ついて， その約半数は観客であったが （145名

/48.3％）， 運営スタッフ （49名/16.3％） やチーム

スタッフ （36名/12.0％）， 選手 （24名/8.0％） に

ついても一定数の方々に参加いただいた． 国民ス

ポーツ大会への参加 （観戦）実績について， 「はじめ

て」 が半数以上を占め （155名/51.7％）， 次いで

２回目が37名 （12.3％）， 10回以上が31名

（10.3％） であった．

2） アンチ ・ ドーピングに関する意識

アンチドーピングに関する意識調査について， 調

査結果は表３の通りであった．

「あなたはアンチ ・ ドーピングとは何かを説明でき

ますか」 について， 「③説明できる」 が50.3％ と最

も多く， 次いで 「②説明できない」 が32.7％であっ

た．

「スポーツがクリーンであることを， どの程度重要

だと思いますか」 について， 「④非常に重要である」

が73.3％ と最も多く， 次いで 「③重要である」 が

25.0％ であった．

「クリーンなスポーツの意義について， どれだけ自

分の知識を深めたいと感じていますか」 について，

「③深めたい」 が67.7％と最も多く， 次いで 「④非

常に深めたい」 が26.7％ であった．

「アンチ ・ ドーピングについて， どれくらい興味が

ありますか」 について， 「③興味がある」 が70.7％

と最も多く， 次いで 「④非常に興味がある」 が

表２

選択肢 （N) （％）

1） 調査対象者の属性

選手 24  8.0 

チームスタッフ 36  12.0 

観客 145  48.3 

保護者 12  4.0 

運営スタッフ 49 16.3 

その他 34 11.3 

2） 国民スポーツ大会への参加 （観戦） 実績

はじめて 155 51.7

2回目 37 12.3

3回目 26 8.7

4回目 15 5.0

5回目 17 5.7

6回目 6 2.0

7回目 9 3.0

8回目 3 1.0

9回目 1 0.3

10回以上 31 10.3

表３

設問

選択肢 （N) （％）

1） あなたはアンチ ・ ドーピングとは何かを説明できますか

①全く説明できない 36  12.0 

②説明できない 98  32.7 

③説明できる 151  50.3 

④非常によく説明できる 15  5.0 

2） スポーツがクリーンであることを， どの程度重要だと思

いますか

①全く重要ではない 1  0.3 

②重要ではない 4  1.3 

③重要である 75  25.0 

④非常に重要である 220  73.3 

3） クリーンなスポーツの意義について， どれだけ自分の知

識を深めたいと感じていますか

①全く深めたくない 0  0.0 

②深めたくない 17  5.7 

③深めたい 203  67.7 

④非常に深めたい 80  26.7 

4） アンチ ・ ドーピングについて， どれくらい興味がありま

すか

①全く興味がない 2  0.7 

②興味がない 28  9.3 

③興味がある 212  70.7 

④非常に興味がある 58  19.3 

5） アンチ ・ ドーピングに関するルールを理解し， 守ること

をどれくらい重要だと感じていますか

①全く重要ではない 1  0.3 

②重要ではない 2  0.7 

③重要である 93  31.0 

④非常に重要である 204  68.0 
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19.3％ であった．

「アンチ ・ ドーピングに関するルールを理解し， 守

ることをどれくらい重要だと感じていますか」 につい

て， 「④非常に重要である」 が68.0％ と最も多く，

次いで 「③重要である」 が31.0％ であった．

以上の通り， いずれの設問においてもアンチ ・

ドーピングに関する意識が高い傾向が見られた．

また， 本調査では， 「あなたが思う “スポーツの価

値” とは」 について自由記述により調査しており， 回

答者各位から様々な意見が寄せられた． この回答結

果については， 任意により附箋に書き出していただ

き， アウトリーチブースのパネルへ張り出すことで，

写真３

写真４
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関係各位へ案内することとした （写真3〜7）．

なお， 「リアルチャンピオンクイズ」 については，

JADAが回答結果を運営しているため， 本稿ではそ

の報告を割愛することとする．

4.　ま と め

本調査では， アンチ ・ ドーピングの意識に関する

実態調査を行うことで， 今後の国民スポーツ大会関

係者を対象とする教育 ・ 啓発の課題や方法を検討す

るための基礎資料を得ることを目的とした． また， 本

調査に参加することで， 調査対象者自身がアンチ ・

ドーピングに関する認識を深める機会になればと期

待して実施した． 結果として， 多くの国民スポーツ大

会関係者がクリーンスポーツの重要性を認識してお

り， アンチ ・ ドーピングに関する知識を深めることに

意欲的であることが確認された． 今後は， これらの

調査結果を基により効果的なアンチ ・ ドーピング教

育プログラムを検討することが求められる．

写真５

写真６ 写真７
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